
 

７月３日（金）個別指導終了 

６日（月）～１０日（金） 

個人面談・振替指導週間 

７日（火）都難言協江南ブロック研究会

（午後） 

  １３日（月）～１７日（金） 

夏季教育相談 

  １４日（火）都難言協専門研究会（午後） 

２２日（水）日本語・難言理解研修 

 

８月１９日（水）～２０日（木） 

都難言協専門研究会 

２４日（月）難言教員悉皆研修 

目黒区立東根小学校 

校長 高鍋 恭子 

きこえとことばの教室 

Tel&Fax 03-３421-7757 

 

６月２日（火）都難言協江南ブロック研究会 

（午後） 

４日（木）第１回入級支援委員会 

※午後指導なし 

８日（月）～１３日（土）在籍学級訪問 

  ９日（火）都難言協専門研究会（午後） 

 １０日（水）部門研（東根小発表） 

       ※午後指導なし 

 １５日（月）東根小振替休業日 

１９日（金）きこえグループ学習 

（15:３0～16:３0） 

２４日（水）専門家相談（10:15～12:15） 

※午前指導なし 

２６日（金）ことばグループ学習 

（15:３0～16:30） 

３０日（火）都難言協通級指導学級研究会 
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今年度が始まり2か月ほどたちました。子どもたちは新しい学年にも慣れてきて、学校での出来

事を楽しそうに話してくれます。今月には在籍学級を訪問して授業参観と情報交換をします。児童

の授業中の活動の様子を参観したり、担任と直接話したりし、共通理解を図ることが目的です。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

通級児童対象の避難訓練を、５月１１日（月）～１５日（金）の期間で 

行いました。今回は、地震が発生した時を想定して行いました。常に災害 

の心備えをしていきましょう。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１日（火）都難言協江南ブロック研究会 

（午後） 

３日（木）個別指導開始 

４日（金）後期保護者会（10:00～12:00） 

８日（火）都難言協専門研究会（午後） 

１０日（木）第２回入級支援委員会 

※午後指導なし 

９月の予定 
 

きこえとことば

７・８月の予定 
 

６月の予定 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

夏季教育相談のご案内             
〈相談日〉 ７月１３日（月）～１７日（金）の５日間 

 

・会話中何度も聞き返したり、テレビの音を大きくしたりする。（難聴） 

・『カキクケコ』などの発音が、少し違うような気がする。（発音） 

・『き、き、きのうね』など、言葉が出にくいことがある。（吃音） 

・言葉の数が少ない、覚え間違いが多い。（言葉の発達） 

など、きこえやことばについての教育相談は、随時行っています。 

 

※相談日は予約が必要です。相談のみご希望の場合、保護者の方から直通電話で当教室へお申し込

みください。 

※入級や検査の希望は学校を通しての申し込みとなります。 

 

 

 
 

〈個人面談について〉 
７月６日(月)～１０日(金) 
前期のお子さんの様子や指導についてお話をしたいと思います。日時については、担当者からお伝

えします。 

 
〈後期保護者会〉 
 ９月４日（金）１０：００～１２：００  

  岡野由実先生をお招きし、皆様からお預かりした質問等のご回答を含めた講演を行っていただき

ます。ぜひご参加ください。（※質問用紙は７月３日（金）までにご提出ください。） 

  

〈入級支援委員会について〉 
６月４日(木)の午後、今年度最初の「入級支援委員会」が本校で開かれます。 

今後の入級支援委員会は、９月１０日、１２月１０日、２月１８日です。いずれも木曜日に予定

されています。 

お知らせ 

 

 

 

 

補聴器をしている時の聞き取りが良くても、外してしまうと、近くにいる友達の

叫んだ声さえ聞こえない子どももいます。補聴器や人工内耳を外して水泳指導を行

う際は、以下のような配慮を、できるだけお願いします。 

・前もって教室で話せることは、話しておく。 

・モデルを示し、指示や学習内容を理解させる。 

・手や身振りのサインで合図を出す。 

・ホワイトボードなど、文字情報の視覚的補助を用意する。 

また、耳の中が濡れたままで補聴器を付けると、耳の中が炎症を起こしてしまう

こともあります。水泳の後は、髪の毛や耳の中をよく乾かす必要があります。低学

年は、先生が声掛けをしていただけると助かります。補聴器の管理については、保

護者の方や本人と確認をお願いします。 

例）タッパーに入れて、保健室や担任の先生に預ける。 

ランドセルのポケットにしまう。など 

 

 

 

運動会の練習が始まっているところも多いかと思います。徒競走では、音楽が流れてい

る中で、出発音が聞き取りにくいことが考えられます。出発の合図をは児童と相談したり、

様子を見て声を掛けたりしてくださればと思います。笛の音よりも太鼓の音の方が、周波

数が低く振動が伝わりやすいため聞き取りやすい音です。また少し早いですが、水泳指導

の際、プールに入るときは、人工内耳にカバーをつけたり、補聴器や人工内耳を外したり

することになります。全体の指示を視覚情報で補ったり、身振りや文字で個別に説明した

りするなどの情報保障、大切な補聴器の保管など、ご配慮いただければ幸いです。 

 

〈水泳の授業での『きこえ』の配慮〉難聴児ご担任の先生方へ 


